
１
月
２３
日
に
匝
瑳
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。
今
月
号
か
ら
「
匝
瑳
探
訪
」

と
題
し
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
行
事

を
紹
介
し
ま
す
。

旭
市
刑
部
（
ぎ
ょ
う
ぶ
）
岬
か
ら

夷
隅
郡
岬
町
の
大
東
（
だ
い
と
う
）

岬
ま
で
約
６０
㎞
続
く
砂
浜
を
「
九
十

九
里
浜
」
と
い
い
ま
す
。
い
わ
れ
に

つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
、

も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
源

頼
朝
の
命
令
で
１
里
ご
と
に
矢
を
立

て
た
と
こ
ろ
９９
本
（
９９
里
）
立
て
ら

れ
た
と
い
う
伝
説
で
、旭
市
矢
指（
や

さ
し
）
な
ど
は
そ
れ
に
ち
な
む
地
名

と
さ
れ
ま
す
。
九
十
九
里
浜
の
海
岸

線
は
遠
州
灘
（
静
岡
県
）
に
次
い
で

２
番
目
の
長
さ
で
す
。

匝
瑳
市
内
の
地
図
を
な
が
め
る
と
、

旧
八
日
市
場
地
域
に
吉

崎
と
吉
崎
浜
、
長
谷
と

長
谷
浜
、
旧
野
栄
地
域

に
東
か
ら
野
手
地
域
に

内
裏
塚（
だ
い
り
づ
か
）

浜
、
八
軒
浜
、
西
浜
、

今
泉
と
今
泉
浜
、
新
堀

（
に
い
ぼ
り
）
と
新
堀

浜
、
川
辺
と
川
辺
浜
、

堀
川
と
堀
川
浜
、
栢
田

と
栢
田
浜
と
い
う
よ
う

に
地
区
内
に
岡
集
落
と

浜
集
落
が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に

分
か
れ
て
集
落
が
で
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。

９
３
５
年
ご
ろ
の
記

録
に
よ
る
と
、
匝
瑳
郡

１８
郷
の
な
か
に
「
野
田

郷
」
と
「
幡
間
（
は

ま
）
郷
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
当
時
の

集
落
名
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
野
田

郷
は
野
手
地
区
か
ら
吉
崎
方
面
に
か

け
て
を
い
い
、
幡
間
は
浜
に
通
じ
海

岸
線
の
こ
と
で
、新
堀
か
ら
木
戸（
光

町
）
に
か
け
て
を
さ
し
て
い
る
と
さ

れ
ま
す
。

現
在
の
大
字
（
お
お
あ
ざ
・
江
戸

時
代
の
村
）
は
、
１
６
０
０
年
前
後

の
「
村
切
り
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た

と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
村
域
が
決

ま
り
ま
す
が
、
浜
集
落
が
い
つ
ご
ろ

岡
集
落
の
村
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
な
ぞ
を
解
く
か
ぎ
は
漁
業
に

あ
る
よ
う
で
す
。
九
十
九
里
浜
の
イ

ワ
シ
漁
は
、１６
世
紀
半
ば
に
紀
州（
和

歌
山
県
）
か
ら
や
っ
て
き
た
漁
師
が

地
引
網
を
広
め
た
の
が
は
じ
ま
り
と

さ
れ
ま
す
。

市
域
の
村
む
ら
で
地
引
網
が
盛
ん

に
な
っ
た
の
は
、
豊
漁
な
ど
と
の
記

録
と
み
ら
れ
る
１
７
０
０
年
ご
ろ
か

ら
の
よ
う
で
す
。

１
７
９
９
年
に
は
東
小
笹
、長
谷
、

吉
崎
、
野
手
、
川
辺
、
新
堀
、
栢
田
、

今
泉
、
堀
川
村
な
ど
１０
か
村
に
よ
り

地
引
網
に
つ
い
て
の
取
決
め
が
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
網
主
を
は
じ
め

村
び
と
は
生
活
の
た
め
で
も
あ
り
争

い
も
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

浜
集
落
は
、
村
む
ら
の
漁
業
権
を

優
先
さ
せ
る
た
め
に
岡
村
に
隣
接
さ

れ
海
岸
線
に
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

問
生
涯
学
習
課
�
７３
・
０
０
９
７

浜

と

岡

変遷をたどる海岸線（写真は平成１０年撮影）

子どもたちの生活習慣病予防健診は、
市の事業として幼児から中学生までに３
回実施され、それにあわせて和洋女子大

学が食生活状況調査、指導を担当してい
ます。
食生活調査の結果から見えてくること
は、「野菜をたっぷりとって、食事バラ
ンスをとること」の大切さです。健康に
生活するために子どもたちもそれぞれの
発達段階に応じて、自分たちで健康づく
りを考えられるようにならなければなり
ません。
今年度の幼児、小学生、中学生に対す
る栄養教育の実際を報告します。
幼児に対する栄養教育では、「主食・主
菜・副菜をそろえて食べよう」のテーマ
で、食事を３つのグループに分けて、毎食
そろうように食べることを教えました。
小学生に対する栄養教育では「野菜を
好きになってモリモリ食べよう」のテー
マで、苦手な野菜についてその働きを説
明し、自分の食べる量を実際に計って確
認しました（＝写真右上）。

中学生に対する栄養教育では、「食事
のバランスを考えよう」のテーマで、キ
ャラクター「ハチマン」の洋服を目標量
にして食品の過不足を考えました（＝写
真下）。

これからも市と協力して効果的な活動
ができればと考えています。

問健康管理課�７３ー１２００

生活習慣病予防のための
栄養教育

和洋女子大学 藤澤由美子
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